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01. 世田谷みどり３３ 
 

世田谷みどり３３は、世田谷の良好なみどりを皆で守り、育てていく運動であり、みど

りが持つ様々な機能が発揮されることで、みどりの豊かさを実感し、みどりのある暮らし

を楽しむことができる街をめざす長期目標です。みどりの量の確保、みどりの質の向上、

協働の推進により、区制100周年となる2032(令和14)年にみどり率33％の達成をめざ

します。 

区では、この取組みを知っていただくために、各種の普及啓発事業を実施しています。 
 

 

【シンボルマークとピンバッジ】 
 

区民・事業者・区が連携してみどりを増やしていくためには、「世田谷みどり３３」

という事業をより多くの方に知っていただく必要があります。このため、区では、

2008(平成20)年9月15日から10月16日にかけて、事業のシンボルとなるマークの原

案を募集しました。 

ご応募いただいた1,927点の中から、赤堤小学校3年の酒井楓子さんの作品がマーク

の原案に、上祖師谷在住の木下明子さんの作品が事業を広報するピンバッジの原案にそ

れぞれ選ばれ、デザイナーによる補作を経てマークが決定しました。 

「世田谷みどり３３」のシンボルマークは、『みどりを育み、次世代へと続くみどり

を守っていく』という思いをこめたコピーを加えたものです。現在、世田谷みどり３３

に関する広報物や、普及啓発用の物品のデザインなどに使用されています（商標登録済）。

また、ピンバッジは発売を始めた2009(平成21)年2月から2020(令和２)年度末現在の

累計で、6,953個を販売しています。ピンバッジは区政情報センターをはじめ、区内の

協力施設やイベントで販売しています。このピンバッジの売上相当額は、みどりのトラ

スト基金(p.53）に積み立てられ、区内の公園等の植栽整備に役立てられています。 

 

             シンボルマーク▼▶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ◀ピンバッジ 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 01. 世田谷みどり３３ 

このピンバッジの売上相当額は、みどりの

トラスト基金（p.53 参照）に積み立てら

れ、区内の公園等の植栽整備に役立てられ

ています。 
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※2020(令和 2)年度は新型コロナウイルス感染症感染防止対策のため開催を中止 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【せたがやガーデニングコンクール】 

区では、2007(平成19)年度と2009(平成21)年度に「せたがやガーデニングコンク

ール」を実施しました。４つの部門で募集し、審査によって選ばれた、木や草花が美し

い街なみ、たてもの、はがき絵、花壇デザイン作品を表彰しました。 

 

 

 

 

お問い合わせ：みどり３３推進担当部みどり政策課 事業調整 

 

Ⅳ 01. 世田谷みどり３３ 

みどりに関するイベントは、区ホームページにも掲載しています。 

https://www.city.setagaya.lg.jp/ 

「住まい・街づくり・環境」→「みどり」→「みどりに関する事業、イベント等」 

→「講座・イベント等」 

せたがやガーデニングフェア 2019 
（2019(令和元)年６月１日～6 月４日） 

▲庭づくり講習会 ▲ハンギングバスケット講習会 

【せたがやガーデニングフェア】 

毎年５月下旬から６月初旬にかけて、馬事 

公苑前けやき広場※において、「せたがやガー 

デニングフェア」を実行委員会の主催により 

開催しています。 

 

見本庭園の展示や園芸・緑化資材、花苗等 

の販売のほかに専門家による指導を受けられ 

る庭づくり体験やハンギングバスケットなど

の講習会を開催しています。 
※2019(令和元)年度は区立世田谷公園で実施 



 36 

02. みどりの計画書・緑化地域制度 
 

みどりは、街に潤いとやすらぎを与えるだけでなく、地域の景観やイメージを向上させ

ます。しかし、世田谷のみどりは、土地の細分化や宅地化などが進み、年々減少していま

す。豊かな住環境形成のため、区では「みどりの基本条例」に基づき、建築行為等を行う

場合に一定の緑地の確保をお願いしています（みどりの計画書制度）。 

区では、1977(昭和52)年度からこの制度を運用していますが、建築に伴う緑化をさら

に進めるため、2014(平成26)年4月1日より、「みどりの計画書」の届出対象を原則とし

て150㎡以上の敷地に拡大しました。 

また、2010(平成 22)年 10 月 1 日より、都市緑地法に基づく緑化地域制度を導入し、

建築に伴って敷地の一定割合を緑化することが、法律に基づく義務となりました。緑化地

域制度は、建築基準関係規定と見なされ、建築物の新築または増築に伴って緑化率を満た

すことが建築確認及び完了検査の要件となるため、確実な緑化が促進されます。 

 区では、質の高い緑化基準を定めたみどりの計画書制度と、緑化が法律上の義務となる

緑化地域制度を併せて適用することで、建築に伴うみどりの保全・創出を推進しています。 

 

 

【みどりの計画書の対象となる行為】 

（１）150㎡以上の敷地における建築物の新築・増築（風致地区内では150㎡未満も  

届出が必要な場合あり） 

（２）500㎡以上の区域における開発行為 

（３）150㎡以上の敷地における20台以上の自動車駐車場の設置 

 

 

【緑化地域制度の概要】 

・面積が 300 ㎡以上の敷地における新築及び増築が制度の対象となります。 

・2010(平成 22)年 10 月 1 日以降に着工した建築物が制度の対象となります。 

・対象建築物は、都市計画に定めた緑化率を満たすことが建築確認及び完了検査の要件

となります。 

・義務付けられる緑化率は、敷地規模と指定建ぺい率に応じて、5％から 25％までの数

値を定めています。 

・緑化が完了していない場合、完了検査を受けられず、建築物が使用できません。 

・工事完了後においても、緑化率を維持することが法律に基づく義務となります。 

・緑化地域制度に基づく緑化率は、みどりの基本条例に基づき定められた緑化基準に含

まれます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりの基本条例

Ⅳ 02. みどりの計画書・緑化地域制度 

都市緑地法 
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【対象となる緑化基準】 
 

敷地または区域の面積などの条件によって、対象となる緑化基準は以下のとおりです。 

 

※複数項目に該当する場合は、該当するすべての緑化基準が対象となります。 

 

 

【中木の本数基準】 
 

敷地面積が 150 ㎡以上 250 ㎡未満の建築物では、敷地面積と建ぺい率により、基準

以上の中木本数を確保してください。 

 

  

 

 

 

 
※ 中木とは、植栽時に樹高 1ｍ以上 2.5ｍ未満の樹木をいいます。 
※ 建ぺい率とは、建築物の敷地において建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）第 53 条第 1 項並びに

同条第 3 項第 1 号（同号に規定する防火地域内にある同号イに該当する建築物に係る部分に限る。同条
第 7 項の規定により適用される場合を含む。）及び第 2 号の規定により適用される建築物の建ぺい率の
最高限度をいいます（平成 31 年 6 月の建築基準法改正前は定義が異なりますので、お問合せください）。 

※ 都市計画法第 58 条の 2 に規定する地区計画の区域内において、当該地区計画に基づく建ぺい率の最高
限度の制限の適用がある場合は、当該建ぺい率の最高限度をいいます。 

※ 建築基準法第 53 条第６項の規定により建ぺい率が適用されない敷地は、中木本数基準の表によらず、
天空でない部分を含む屋外において可能な緑化を行うことが基準となります。 

※ 緑化基準が定められている地区計画及び地区街づくり計画の区域については、150 ㎡以上 250 ㎡未満
の敷地であっても、「みどりの計画書」を提出する必要のない場合があります。 

 
 

 中木の 
本数基準 
 

地上部の  
緑化基準 

建築物上
の緑化基
準 

都市緑地
法に基づ
く緑化地
域制度 

樹木の 
本数基準 

接道部の
緑化基準 

敷地境界
部の緑化
基準 

自動車駐
車場の緑
化基準 

面積150㎡以上250㎡
未満の敷地における建
築行為(風致地区を除く) 

○   
 

   
 

面積 250 ㎡以上の敷地
における建築行為 

 ○   ○ ○   

面積 500 ㎡以上の区域
における開発行為 

 ○   ○ ○   

建ぺい率 80％以上で、
敷地面積 1,000 ㎡以上
の建築行為 

  ○ 
 

   
 

面積 300 ㎡以上の敷地
における建築行為 

   ○     

風致地区で風致地区条
例の許可に緑化条件を
伴わない建築行為 

  
  

  ○ 
 

自動車駐車場を設置す
る行為（建築を伴わない
20 台以上の駐車場） 

  
  

   ○ 

建ぺい率 
敷地または区域の面積 

30％
以下 

40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 

150～200 ㎡未満 中木 4 本 中木 3 本 中木 2 本 

200～250 ㎡未満 中木 7 本 中木 5 本 中木 3 本 

Ⅳ 02. みどりの計画書・緑化地域制度 
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【地上部の緑化基準】 
 

敷地または区域の面積と建ぺい率により、緑化基準以上の緑化面積を確保してくださ

い。 

 

地上部緑化面積＝敷地または区域の面積×地上部緑化率 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
※ 建ぺい率とは、建築物の敷地において建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）第 53 条第 1

項並びに同条第 3 項第 1 号（同号に規定する防火地域内にある同号イに該当する建築物に係
る部分に限る。同条第 7 項の規定により適用される場合を含む。）及び第 2 号の規定により
適用される建築物の建蔽率の最高限度をいいます。 

※ 総合設計、建築基準法第 55 条第 2 項の認定、地区計画に基づく建ぺい率が適用される場合、
国分寺崖線保全重点地区、風致地区区域の場合には、緑化率の見方が異なります。 

 
 

 

 

【建築物上（屋上・壁面等）の緑化基準】 
 

建ぺい率 80％以上でかつ敷地面積が 1,000 ㎡以上の建築物では、建築物緑化率表に

掲げる緑化面積以上の建築物上（屋上、壁面等）の緑化面積を確保してください。 
 

建築物緑化率表 
 

 

 

 
 

 
※ 屋上とは建築物の屋根部分で人の出入り及び利用可能な部分をいい、屋上の面積とは 

屋上のうち建築物の管理に必要な施設に係る部分（ソーラーパネルを含む）の面積を 

除いた面積をいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建ぺい率 
敷地または区域の面積 

30％
以下 

40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 

250～500 ㎡未満 20 15 15 10 10 5 5 

500～1,000 ㎡未満 25 20 15 10 10 5 5 

1,000～3,000 ㎡未満 35 30 25 20 15 10 7 

3,000～5,000 ㎡未満 38 34 30 26 22 10 7 

5,000 ㎡以上 46 41 36 32 28 11 8 

地上部緑化率表（緑化率の数値の単位は％） 

区  分 緑化面積 

ア 総合設計制度を適用して計画する建築物の
敷地または再開発等促進区、高度利用地区
若しくは特定街区内の建築物 

屋上の面積×0.35 

イ ア以外の建築物 屋上の面積×0.25 

 

Ⅳ 02. みどりの計画書・緑化地域制度 
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【都市緑地法に基づく緑化率】 

  区では、多摩川河川敷以外の市街化区域全域を緑化地域に指定しています。都市計画

で定められた緑化率は、敷地面積と建ぺい率により、下表のとおりです。 
（緑化率の数値の単位は％） 

 

 

 

 

 

 

※ 対象敷地において、実際に満たしていただく緑化基準は【地上部の緑化基準】の数値となりま

す。 

※ 建ぺい率とは、建築物の敷地において建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）第 53 条第 1 項並

びに同条第 3 項第１号（同号に規定する防火地域内にある同号イに該当する建築物に係る部分に限

る。同条第７項の規定により適用される場合を含む。）及び第２号の規定により適用される建築物

の建ぺい率の最高限度をいいます（平成 31 年 6 月の建築基準法改正前は定義が異なりますので、

お問合せください）。 

 

【樹木の本数基準】 

基準となる樹木の本数は、樹木本数基準面積を基に算定します。それぞれの区分につ

いて、基準以上の樹木本数を確保してください。 

樹木本数基準面積＝地上部緑化基準面積－控除面積（水流、池、園路等） 

 

 

 

 

 

 

 

【接道部の緑化基準】 

接道部の総延長に、施設の種類及び敷地面積に応じた割合を乗じて得た長さ以上の緑

化を確保してください。 
 

接道部の緑化長さ ≧ 接道部長さ × 接道部の緑化基準（率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

建ぺい率 

敷地の面積 
30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 

300 ㎡以上 500 ㎡未満 20 15 15 10 10 5 

500 ㎡以上 1,000 ㎡未満 25 20 15 10 10 5 

1,000 ㎡以上 3,000 ㎡未満 25 25 25 20 15 10 

3,000 ㎡以上 25 25 25 25 20 10 

区  分 基準樹木本数（本） 

高木（4ｍ以上） 樹木本数基準面積（㎡）× 0.02 

準高木（2.5ｍ以上 4ｍ未満） 樹木本数基準面積（㎡）× 0.03 

中木（1ｍ以上 2.5ｍ未満） 樹木本数基準面積（㎡）× 0.25 

低木（30 ㎝以上 1ｍ未満） 樹木本数基準面積（㎡）×  0.90 

敷地面積 
 

施設の種類 

250～ 
500 ㎡ 
未満 

500～ 
1000 ㎡ 
未満 

1000～ 
3000 ㎡ 
未満 

3000～ 
10000㎡ 
未満 

10000～ 
30000 ㎡ 
未満 

30000 ㎡ 
以上 

住宅・宿泊施設 4/10 5/10 6/10 7/10 8/10 

屋外運動施設・屋外娯楽
施設・墓地・廃棄物等の
処理施設  

6/10 ７/１０ 8/10 

工場・店舗・事務所・駐
車場・資材置場・作業場 

2/10 3/10 5/10 6/10 7/10 

庁舎・学校・医療施設・
福祉施設・集会施設 

4/10 6/10 7/10 8/10 

上記以外の施設 2/10 3/10 6/10 7/10 

 

Ⅳ 02. みどりの計画書・緑化地域制度 
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【敷地境界部の緑化基準】（風致地区条例の許可に緑化の条件を伴わない場合） 

敷地境界部（接道部＋隣地境界部）の総延長に、敷地面積に応じた割合を乗じて得た

長さ以上の緑化を確保してください。 

 

【自動車駐車場の緑化基準】 

敷地の面積に 15％を乗じて得た面積以上の緑化を確保してください。 
 

自動車駐車場の緑化面積 ≧ 敷地の面積 × 0.15 

 

 

【緑化地域制度に基づく緑化施設維持管理状況巡回確認】 

緑化地域制度の対象建築物は、工事完了後の維持管理

においても、敷地内の緑化率を都市計画に定める最低限

度以上とすることが法律上の義務となります。（都市緑地

法第 35 条） 

区では、工事完了後の対象建築物を定期的に巡回し、

緑化施設の維持管理状況を確認しています。 

その際、土地利用の変更等により緑化率が都市計画に

定める最低限度を下回っていた場合は、対象建築物の所

有者等に是正を指導します。 

 

■ 累積巡回確認実施件数（2011(平成 23)年度～2020(令和２)年度） 

  496 件（2021(令和３)年 4 月 1 日現在） 

 

 

【建築物緑化認定ラベル】 

建築の際の緑化基準に適合した建築物等でみどりの豊かな世田谷の 

実現に寄与した建築物に、建築物緑化認定ラベルを交付しています。 

 

 

 

【世田谷区環境表彰 みどりの建物部門】 

区では、2008(平成 20)年度～2011(平成 23)年度に、世田谷区環境表彰みどりの

建物部門において、植栽が特に優れている８件の建築物を表彰しました。なお、2012(平

成 24)年度に「世田谷区環境表彰要綱」は廃止されています。 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ：各総合支所街づくり課 建築担当 

     みどり３３推進担当部みどり政策課 みどり創出 

敷地の面積 500 ㎡未満 500～1000 ㎡未満 1000 ㎡以上 

割合 4/10 5/10 6/10 

 

▲巡回確認 

Ⅳ 02. みどりの計画書・緑化地域制度 

▲建築物緑化認定ラベル 
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03. 緑化助成制度 
 

生垣は、私たちの日常生活に安らぎを与 

えるだけでなく、災害時、私たちの身を守 

る重要な役割を持っています。 

また、屋上や壁面の緑化はヒートアイラ 

ンド現象を緩和する効果があります。区で 

は、みどり豊かな環境を確保し、安全で潤 

いと安らぎのあるまちづくりを進めるため、 

道路に接した部分に生垣や植栽帯を造る場 

合やシンボルツリーを植栽する場合、建物 

の屋上や壁面を緑化する場合に、その費用 

の一部を助成しています。 
▲生垣造成の例 

 

【生垣造成】（1987(昭和62)年度～） 

■ 助成内容 

限度額250,000円 

□ 低木（樹高0.6～1.0ｍ未満）の生垣    ：1mあたり 6,000円まで 

□ 中木（樹高1.0m以上）の生垣      ：1mあたり 12,000円まで 

□ 竹（笹を除き、樹高1.5m以上）の生垣  ：1mあたり 12,000円まで 

□ 多年生つる植物等のフェンス緑化    ：1mあたり 1,000円まで 

□ 生垣造成に伴う既存ブロック塀等の撤去 ：1mあたり 5,000円まで 

■ 助成条件 

□ これから新しく生垣等を作る場合、または既存のブロック塀を取り壊して生垣等

を造成する場合 

□ 造成する生垣等が幅4m以上の道路に面していること。または道路の中心線から

2mセットバックした場所に生垣等を造成すること 

□ 造成する生垣等の高さが0.6ｍ以上で、樹木の葉が触れ合う程度に列植されること 

□ 道路と生垣等との間に高さ0.6ｍ以上の透過性のない遮へい物がないこと 

 

■ 累積助成件数（1987(昭和62)年度～2020(令和２)年度） 

 875件（2021(令和３)年4月1日現在） 
 

【植栽帯造成】（2007(平成19)年度～） 

■ 助成内容 

限度額250,000円 

□ 植栽帯用縁石の造成          ：1mあたり 2,500円まで 

□ 植栽帯の造成             ：1㎡あたり 6,000円まで 

□ 植栽帯造成に伴う既存ブロック塀等の撤去：1mあたり 5,000円まで 

■ 助成条件 

□ これから新しく植栽帯を作る場合、または既存のブロック塀等を取り壊して植栽

帯を造成する場合 

□ 造成する植栽帯が幅4m以上の道路に面していること。または道路の中心線から

2mセットバックした場所に植栽帯を造成すること 

みどりの基本条例
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□ 接道部から奥行5mまでの範囲で面積1㎡以上(植栽帯用縁石は除く)の植栽帯を造

成する場合 

□ 造成する植栽帯の縁石の高さは0.6ｍ以下とし、道路と植栽帯との間に高さ0.6ｍ

以上の透過性のない遮へい物がないこと 

 

■ 累積助成件数（2007(平成19)年度～2020(令和2)年度） 

 89件（2021(令和３)年4月1日現在） 

 

【シンボルツリーの植栽】（2011(平成23)年度～） 

■ 助成内容 

限度額250,000円 

□ 中  木（樹高1.５ｍ以上2.5m未満）：１本あたり 12,000円まで 

□ 準高木（樹高2.5ｍ以上）     ：１本あたり 24,000円まで 

□ 竹（笹を除き、樹高1.5m以上）  ：1本あたり 4,000円まで 

□ シンボルツリー植栽に伴う既存ブロック塀等の撤去：1mあたり 5,000円まで 

 ■ 助成条件 

□ 新しくシンボルツリーを植栽する場合、または既存のブロック塀を取り壊してシ

ンボルツリーを植栽する場合 

□ 植栽するシンボルツリーが幅4ｍ以上の道路に面していること。または道路の中

心線から2ｍセットバックした場所から奥行5mまでの範囲にシンボルツリーを

植栽すること 

□ 接道部から奥行５ｍまでにシンボルツリーを植栽すること 

□ 道路と植栽するシンボルツリーとの間に高さ0.6ｍ以上の透過性のない遮へい物

がないこと 

 

■ 累積助成件数（2011(平成23)年度～2020(令和2)年度） 

365件（2021(令和３)年4月1日現在） 
 

【屋上緑化・壁面緑化】 

（屋上緑化：2003(平成15)年度～、壁面緑化：2012(平成24)年度～） 

■ 限度額 

助成対象経費の1/2を限度とし、かつ、500,000円まで 

■ 助成内容 

□ 屋上緑化 

樹木等購入費、植栽費、植栽基盤購入費、植栽基盤造成費、灌水施設整備費、 

プランター、可動式植栽基盤（1基100L以上のプランターやコンテナ）購入費 

□ 壁面緑化 

樹木等購入費、植栽費、補助材購入・設置費、可動式植栽基盤（1基100L以上の 

プランターやコンテナ）購入費 

■ 助成単価 

□ 屋上緑化植栽基盤土厚15㎝未満：植栽基盤面積1㎡ あたり 15,000円まで 

□ 屋上緑化植栽基盤土厚15㎝以上：植栽基盤面積1㎡ あたり 20,000円まで 

□ 壁面緑化：植栽基盤面積または補助材面積のうち広い方の面積 

1㎡あたり 10,000円まで 
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■ 助成条件 

建物の所有者で、 

□ 新たに建築物の屋上（建築物の屋根部分または屋根のないバルコニー等の床面を

含む）の全部または一部に植栽基盤(可動式植栽基盤の場合は、安定的に設置し、

容量が1基100L以上の安定的に設置できるもの)を1㎡以上整備して、樹木や多年

草等を植栽する場合 

□ 新たに建築物の外壁面（屋根のないバルコニーの外壁面等を含む）を多年生つる

植物等で1㎡以上緑化する場合（植物の根による外壁面の浸食を防ぐため、フェン

ス等を設置して多年生つる植物の登はんを誘引する場合を含む）。多年生つる植

物による緑化の場合は植栽基盤または補助材の水平方向の延長が1m以上で、植栽

基盤または補助材の延長1mにつき3本以上、または植物種の特性に応じ、被覆に

適した間隔で新たに植栽されているもの 

 

■ 累積助成件数（2003(平成15)年度～2020(令和2)年度） 

□ 屋上 237件（2021(令和３)年4月1日現在） 

□ 壁面  28件（2021(令和３)年4月1日現在） 
 

【事業用等駐車場の緑化】（2009(平成 21)年度～） 

■ 主な助成内容と助成単価、助成要件 

  新たに建築物の敷地に含まれていない駐車場において、次の植栽等工事を行う場合 

限度額 500,000 円 

□ 低木（樹高 0.6～1.0ｍ未満）の生垣     ：1ｍあたり 6,000 円以内 

   高さ 0.6m 以上 1.0m 未満の樹木を長さ１ｍ以上、相互の葉が触れ合う程度に植栽 

□ 中木（樹高 1.0ｍ以上）の生垣       ：1ｍあたり 12,000 円以内 

高さ 1.0m 以上の樹木を長さ 1m 以上、相互の葉が触れ合う程度に植栽 

□ 高木（樹高 4.0ｍ以上）の植栽       ：1 本あたり 24,000 円以内 

    高さ 4ｍ以上の樹木を植栽 

□ 竹（笹を除き、樹高 1.5m 以上樹高）の生垣 ：1m あたり 12,000 円以内 

□ 多年生つる植物等によるフェンス緑化    ：1ｍあたり 1,000 円以内 

フェンス等の支持材を用いて、支持材に多年生つる植物等を巻きつける場合。 

多年生つる植物等をフェンスの延長１ｍにつき３本以上植栽 

□ 樹木や多年草の面的植栽（芝生を除く）   ：1 ㎡あたり 6,000 円以内 

高さ 0.3m 以上の樹木を面積１㎡につき６本以上面的に植栽。 

または、高さ 0.3m 未満の樹木または多年草を面積１㎡につき 16 本以上 

（ただし、リュウノヒゲ、タマリュウ、セダム類は 36 本以上）面的に植栽 

 

□ 5 分張り以上の芝張り                 ：1 ㎡あたり 1,500 円以内 

芝生を５分張り以上で植栽 

□ プランター等（1 基 100L 以上）の設置  ：1 基あたり 6,000 円以内 

   容積が１基 100 リットル以上のプランター等を安定的に設置 

■ 累積助成件数（2009(平成21)年度～2020(令和２)年度） 

9件（2021(令和３)年4月1日現在） 

 

お問い合わせ：みどり３３推進担当部みどり政策課 みどり創出 
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04. みどりの活動推進 
 

「世田谷みどり３３」の実現には、区民、事業者と区が連携し、めざす姿を共有しながら、

協働で進めていくことが必要です。みどりを守り、増やすそれぞれの活動をつなぎ、区全

体としてのみどりの活動を推進していきます。 
 

 

【みどりの推進員制度】 
 

区内でみどりに関わる地域貢献活動を行っている団体のうち、以下の活動に協力いた
だける団体を、区が「みどりの推進員」として認定しています。なお、区は「みどりの
推進員」を対象に、講演会や講習会、研修会等を開催し、「みどりの推進員」が自主的に
行う緑化の普及活動への技術的な支援を行っています。 

 

■ 主な活動内容 
□ みどりの保全・創出に関する区の施策を区民にＰＲすること 
□ みどりに関する情報を区に提供すること 
□ 地域で「みどりを守り・育てる」活動をする人材を区に紹介すること 
□ 区が推進員に対して行う、みどりに関するアンケート調査に協力すること 

 

■ 認定 
随時（2008(平成 20)年４月より） 

 
■ 認定団体数 

２９団体（2021(令和３)年 4 月 1 日現在） 
 

 

【普及啓発図書の発行・配布】 
 

  みどりを守り、増やすためのハンドブック等を発行し、緑化の普及啓発を進めていま

す。詳しくはp.81･82の「刊行物・ガイドブック・各種マップ等」をご覧ください。 
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  コラム ～愛鳥モデル校～                                 
 

区は、自然保護の普及・啓発活動の一環として、1974(昭和49)年度に職員により廃材を利用

した巣箱づくりを行い、これらを各学校に配布しました。その後、1977(昭和52)年に二子玉川

小学校と船橋小学校が、1982(昭和57)年に城山小学校が東京都愛鳥モデル校に指定され、愛鳥

活動を行っています。また、船橋小学校は野生生物保護功労者として、2008(平成20)年に環境

大臣賞を受賞しました。３校では毎年、都立東京港野鳥公園等にて合同探鳥会を実施しています。

2016(平成28)年度からは、合同探鳥会や各校の日々の活動内容について、区役所にて展示して

います。 

 

愛鳥モデル校 指定年月日 

二子玉川小学校 1977(昭和52)年3月31日 

船橋小学校 1977(昭和52)年3月31日 

城山小学校 1982(昭和57)年3月3日 

 
※2020(令和 2)年度の合同探鳥会は、新型コロナウイルス感染症感染防止対策のため開催を中止 

 

  

お問い合わせ：みどり３３推進担当部みどり政策課 みどり保全 
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05. 講習会の開催 
 

民有地のみどりを守り、増やすために、さまざまな講習会を開催しています。 
 

 

【庭木の手入れ講習会】 
 

  20２0(令和２)年度は 10 月に２回開催しました。  

まず、参加者は座学で剪定の基本知識、樹種別剪定 

方法、安全な作業のための留意点等を学びました。 

その後、講師の指導の下、会場に持ち込まれた大きな 

剪定枝を切り、ハサミの使い方や手入れの方法の 

実習を行いました。 

 

 

【生きものを呼ぶちょこっと空間づくり講習会】 
 

庭やベランダに生きものを呼び込む工夫を紹介する講習会を、2017(平成 29)年度よ

り実施しています。トンボ・チョウ・鳥などの生きものを呼ぶ、庭やベランダの緑化空

間の作り方と、トンボや野鳥のための睡蓮鉢の作り方について解説しました。 

講習会参加者にはご自宅での観察記録などを報告していただき、その報告結果をまと

めた「生きものモニター通信」を発行しています。 
※20２０(令和２)年度は新型コロナウイルス感染症感染防止対策のために開催を中止 

 

【緑のカーテン講習会】 
 

緑のカーテンは、屋外でつる性植物をカーテンのように育てる 

手法です。緑のカーテンは、太陽からの日差しや、地面からの照 

り返しをさえぎり、葉の蒸散作用を利用して、周りの温度を下げ 

てくれる効果があります。 

区では、「緑のカーテン講習会」を 2008(平成 20)年度から 

2016(平成 28)年度まで開催しました。現在は、「緑のカーテン 

のつくりかた」の配布により、緑のカーテンの普及に努めていま 

す。 

 

 

講習会等、みどりに関するイベント情報は、区ホームページにも掲載しています。 

https://www.city.setagaya.lg.jp/ 

｢住まい・街づくり・環境」→｢みどり｣→｢みどりに関する事業、イベント等｣ 

→｢講座・イベント等｣ 

 

 

 

お問い合わせ：みどり３３推進担当部みどり政策課 みどり保全／みどり創出 
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▲庭木の手入れ講習会での剪定体験 

 




